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――七十七ニュービジネス助成金を受賞されたご感
想をお願いします。
このような賞をいただけて非常にありがたく思う
とともに、今後さらに事業のレベルを高めていかな
ければならないと感じました。今回の助成金は、発
達障がい児への学習支援で使用する教材・教具の購
入や講師の研修等に活用させていただきたいと思い
ます。

みんなが満足できる授業を目指して
――会社設立の経緯について教えてください。
今年で設立 20周年になりますが、以前は小学校

で教師をしていました。クラスには勉強が得意な子
や苦手な子、質問したくても手を挙げられない子等
様々な子どもたちがいます。集団で授業をするとク
ラスの平均学力に合わせて指導を行うことになり、
教師としてみんなが満足できるよい授業ができてい
ないことを心苦しく感じていました。集団での学習
指導には限界があると思い、生徒一人ひとりに合わ
せた指導を行うために小学生から高校生を対象とす

第 18 回（平成27年度）
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専門講師の育成と科学的分析に
基づく先進的な指導により、発達
障がい児一人ひとりに応じた
進学・就労サポート体制を構築

今回は「七十七ニュービジネス助成金」受賞企業
の中から、株式会社セレクティーを訪ねました。当
社は、平成8年設立の小学生から高校生までを対象
とする学習塾で、個別指導や家庭教師派遣等により、
専門の教師によるマンツーマン指導を行っていま
す。指導プランの一つとして、ノウハウを活かした
専門講師の育成に努め、発達障がいを有する子ども
（小中学生）への先進的な個別指導事業を展開し、
年100名以上を受け入れ、進学・就職を支援してい
ます。当社の畠山社長に、会社設立の経緯や学習支
援等についてお伺いしました。
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るマンツーマンに特化した学習塾を設立しました。

――社名の由来についてお聞かせください。
教師としての経験を活かした学習指導システム

「System of Education for License Experience
Creative Teacher」というコンセプトの頭文字を
とって名付けました。個別指導塾と家庭教師は
「アップル」の名称で展開しており、これはハート
を重ねるとりんごの形に見えることが由来です。こ
のハートは“生徒が勉強を頑張りたい気持ち”と
“我々が学習指導を頑張りたい気持ち”のことで、
生徒の気持ちに寄り添った指導に取り組んでいきた
いとの思いから名付けています。

多様な可能性を活かして
――経営理念について教えてください。
「可能性がより良くいかされる教育サービスをデ

ザインし社会に貢献する」としています。一般的な
学習塾は有名進学校への合格実績を重視しています
が、当社は実績を重視しつつも、資格試験を取りた
い、苦手科目を克服するより得意科目を伸ばしたい、
不登校や発達障がいによる学習課題を克服したい等
それぞれのニーズに合わせた支援を行っていきたい
と考えています。学校や集団学習塾の授業について
いけない子どもは進学が難しいと一括りにされてし
まいがちですが、個性を見極め得意分野を伸ばして
あげることで目指せる学校があります。経営理念に
は、子どもが持つ様々な可能性を最大限に活かせる
学習支援をしていくことで社会に貢献したいという
想いが込められています。

――塾のスタッフについて教えてください。
スタッフは 30名で、12ヵ所ある個別指導塾の管

理者、保護者とのカウンセリング担当者、広報・マ
ネジメント担当者、事務担当者等がおり、学習指導
を行っている者もいます。その他、当社に登録して
いるプロの教師が 288名体制で指導を行っていま
す。
マンツーマンによる学習指導では優しい雰囲気や

安心感が生徒に受け入れられやすいため特に女性に
向いていると感じており、スタッフも 30名のうち
24名は女性です。女性の採用強化や重要ポストへ
の登用等により女性の活躍推進に力を入れ始めてか
らは、接遇・サービスの質が向上しお客様からのク
レームが減少しました。また、顧客満足度の表われ
である口コミ紹介率は、平成 17年度の 14％から平
成 24年度は 36％と上昇しました。平成 26年には、
女性の接遇力の高さやきめ細やかさを活かした発達
障がい支援等の取り組みが評価され、経済産業省よ
り「ダイバーシティ経営企業100選」として表彰し
ていただきました。
スタッフがやりがいを持って働けるように当社は

ボトムアップ経営を心掛けています。可能な限り仕
事を任せ、お客様に最適なサービスを提供するには
どうするべきか自分たちで考えながら仕事を進めて

本部（アップルスクエア）
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もらい自由闊達な職場作りを目指しています。

プロ教師によるマンツーマン指導
――事業内容について教えてください。
当社は、①個別指導塾、②家庭教師、③人材派

遣・紹介、④研修・生涯学習の大きく分けて4つの
事業を行っています。小学生から高校生までを対象
とする個別指導塾と家庭教師が主要な事業で、大学
生教師は起用せず学習指導の経験があるプロ教師に
よるマンツーマンの指導が当社の強みです。個別指
導塾は他にもありますが、教師 1名が生徒 2～ 3名
に指導をする形態がほとんどです。当社ではより質
の高い指導を追求し、在籍する288名のプロ教師が
一対一にこだわった授業を行っています。指導プラ
ンの一つとして、発達障がい児への先進的な個別指
導も行っています。
人材派遣・紹介では、学校や塾、専門学校等の教
育機関で教師に欠員が生じた場合、集団指導の経験
者や教員免許のある教師を紹介させていただいてい
ます。
研修・生涯学習では、主に私がこれまでの経験を
もとに各種教育機関等で教師のスキルアップセミ
ナーや保護者向けに子育て応援セミナー等を開催さ
せていただいています。

発達障がい児への学習支援
――発達障がい児への学習支援を開始された理由に
ついてお聞かせください。
発達障がいとは、中枢神経系の機能不全のため、

生まれつき認知やコミュニケーション、社会性、学
習、注意力等の能力に偏りや問題を生じ、現実生活

に困難をきたす障がいのことです。話を聞くことが
苦手で落ち着いて授業を受けられなかったり、文字
を読んで理解することが苦手だったりと様々な課題
を抱えています。話を聞くことや文字を読むことが
苦手だからといって勉強ができないわけではなく、
補助教具や教材を活用し学習能力を伸ばすことがで
きます。
文部科学省の平成 24年の発表では、小中学校の

通常学級に在籍する子どものうち 約 6％（16～ 17
名に1名）が発達障がいの可能性があるとされてい
ますが、学校の教師による支援には限界があり、そ
のうち約4割に対しては特別な支援がなされていな
いとされています。また、これまでは生活支援の側
面が強く、学習支援の取り組みはあまり行われてい
ないのが現状です。それが私が小学校の教師をやめ
当社を設立した理由の一つでもあり、学校で発達障
がい児への支援が十分に行えていない中で一人ひと
りに合わせた指導を行うため、会社設立時から指導
プランの一つとして学習支援を開始しました。

――学習支援で使用する教材・教具の開発も行って
いると伺いましたが教えてください。
生徒の苦手分野の負担を少しでも減らそうとス

タッフや講師がアイディアを集めて様々な教材作り
をしています。例えば、「集中しおり」は読む力が
弱く文字がぼやけたり二重に見えるため教科書を集
中して読むことが難しい生徒の補助教具として製作
会社と共同開発したものです。半透明のしおりを教
科書にあてることで、読みたい一文がフォーカスさ
れ集中して文字を読むことができます。

本部風景

子育てセミナー
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先進的な個別指導
――発達障がい児への進学・就労サポート体制につ
いてお聞かせください。
指導の開始にあたり、まず最初にどんなことにお
困りなのか、どのような支援が必要なのか等につい
て詳しくカウンセリングをします。また、その生徒
に適した学習・進路指導を分析するために「ＷＩＳ
Ｃ−ＩＶ」知能検査等を行っています。これは、5
歳～ 16歳 11ヵ月の子どもを対象にした、世界で広
く利用されている代表的な児童用知能検査です。ア
セスメントスキル（子どもを適切に評価する技術）
を持つ専門講師が様々な質問やテストを行い潜在的
に持っている能力を数値化し、学力や得意・不得意
分野を把握することによって最適な個別指導計画の
作成や講師の選定が行えます。
また、生徒の個性を活かした就労までを考えた学
習指導のアドバイスもさせていただいています。事
例を1つ紹介すると、カウンセリングの中で料理を
作ることが得意であることが分かり、調理科への進
学を決めた学生がいました。知能検査等の結果、彼

は声で聞いた情報を記憶することが苦手と分かった
ため、見て学べる教材を活用した学習指導を提案し、
見事志望校の調理科に合格することができました。
中学校までは、様々なトラブルがあり苦労していま
したが、高校では意欲的に学び、文化祭で桂むきの
代表になるなど活躍しました。そして、卒業後は料
亭で正社員として就職することができました。
昨年、当社で指導を受けた発達障がいの生徒は志
望校に100％合格しており、マンツーマンの指導は
本人や保護者から高い評価をいただいています。今
後はＩＣＴを活用した学習支援とアセスメントスキ
ルを持つ専門講師の育成に力を入れて進学・就労サ
ポート体制を強化していく予定です。

――ＩＣＴを活用した学習支援について教えてくだ
さい。
ＩＣＴ教育とは、パソコンやタブレット型端末等
の情報通信技術を用いた教育のことで苦手分野を補
いながら効率的に指導を行えるメリットがありま
す。対面のコミュニケーションが苦手な生徒にはテ
レビ電話を使用することでストレスをかけずに指導
が行えたり、作文を書くことが苦手な生徒にはキー
ボード入力を活用して書く負担を減らし、作文を仕
上げる経験をさせることで取り組み意欲が高められ
ます。このようにＩＣＴを活用することで授業のレ
ベルを落とさずにかつ効率的に学習を行うことがで
きます。今後は当社が培ってきたノウハウを活かし
てＩＣＴを活用した独自の教材を開発し、指導のレ
ベルを高めていきたいと思います。

「集中しおり」

指導風景
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――アセスメントスキルを持つ専門講師について教
えてください。
これまでの取り組みに対する口コミにより発達障
がい児への学習支援の依頼件数は年々増加していき
ましたが、専門講師の数が足りずに受け入れられる
生徒には限りがありました。そこで平成23年6月に
発達障がいについてより高度な研究を行うために学
習能力開発財団を設立しました。これまで当社が教
育事業で培ってきた知識や経験を活かし、大学や小
児科医と連携しながら発達障がいの研究を行い専門
講師を育成する先進的な指導プログラムを確立させ
ました。
専門講師の育成には、1年間に40時間の研修が必

要です。研修内容は、事例を通じた発達障がいへの
理解、コミュニケーションの取り方、進路指導、Ｉ
ＣＴ教材の使い方等です。また、課題を抱える子ど
もは自信を無くしてしまいやすいので、自分を評価
する力を身に付けるための指導方法等について心理
学や小児科医の先生から研修いただいています。　
財団で確立した育成指導プログラムを活用して当
社で専門講師の数を増やしたいと考えています。現
在、専門講師は 16名おり毎年 20名の育成を目標に
しています。また、通塾している生徒は約100名お
り毎年1割ずつ生徒数を増やしていきたいと考えて
います。

バランス経営
――発達障がい支援が民間企業による持続性ある事
業として展開していくため重要だと思うことをお聞
かせください。
費用と収益のバランスを考えながら事業を進める
ことだと思います。当社の講師は生徒想いでつい指
導にのめり込み授業時間を延長していることがあり
ました。そうすると生徒にも講師にも負担がかかり、
会社としても指導できる生徒数が減ってしまいま
す。目の前の生徒も他の生徒も大切にするという公
平感を持つことと、決められた時間の中でＩＣＴ教
材をうまく活用し効率的かつ質の高い指導をするこ
とで多くの生徒に学習支援ができるように伝えてい
ます。
発達障がい支援には、そのほかにも専門講師の育
成のための人件費や教材・教具の購入費等、様々な
費用がかかり、同業他社の参入障壁になっているの
ではないかと思います。当社は保護者間の口コミ紹
介や小児科医の紹介が多く、広告宣伝費を抑えてそ
の分を必要な費用等に充てられています。
仙台市が運営する発達相談支援センター「アーチ
ル」の窓口には年間 7,000名程が訪れ、その相談の
多くが子どもの勉強の遅れについてです。「アーチ
ル」で当社の話を聞き、塾にいらっしゃる方もいま
す。保護者の多くは子どもの将来を悲観し、悩んで
います。子ども自身も自信を失い、不登校やいじめ
等に苦しんでいるケースも多くあります。今後は、
発達障がい支援についての講演を開催する等して正
しい理解を広め、当社で支援できる生徒を増やして
いきたいと思います。

専門講師育成のための研修風景

テレビ電話による指導
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震災遺児へ継続的な支援を
――震災遺児への学習支援活動もなさっているそう
ですが。
震災後に、被災地には両親を失った子どもがたく
さんいることを知りました。自分にできることは何
かを考えた時、彼らの将来の一助になれればと思い
震災直後から無料で学習支援を開始しました。避難
所にいる様々なボランティア団体との出会いを通し
て感じたことは、一時期の支援ではなくそれを継続
させる工夫が大切だということです。
子どもたちの要望は受験のための定期的な学習支
援です。そのため定期的かつ継続的に支援できる講
師のみが震災遺児支援を担っており、学習支援の報
告・研修会を行うことで指導技術の向上も図ってい
ます。また、子どもたちから「相談できる人が欲し
い」という声を聞き、遺児のメンタルケアに関する
研修会を実施して、講師には勉強を教えるだけでな
く子どもたちとの対話を大事にするよう伝えていま
す。現在は週1回30名に支援をしており、主に講師
が被災地へ足を運びますが、自宅に行けない子ども
にはテレビ電話を使用して指導をしています。
この活動は、勉強をしたいという彼らの気持ちに
応えて全員が高校を卒業するまで続けていきたいと
思っています。

社会人向けの学習支援
――今後の事業展開について教えてください。
少子化の影響で塾業界は競争が激化しています。

その中で当社が 20期連続で売上を伸ばすことがで

きたのは、マンツーマンでの質の高い指導が皆様に
評価いただけたからだと思います。最近では、社会
人からＴＯＥＩＣの点数を上げるための指導や大学
でもう一度勉強したいので受験指導をしてほしい等
の依頼を受けることがあります。現在は小学生から
高校生までを対象としていますが、今後は受け入れ
る年代を少しずつ広げていき、指導プランの一つと
して社会人向けの学習支援等も行っていければと考
えています。

自己肯定感を高める
――会社を経営する上で大切だと思うことについて
お聞かせください。
従業員が働きやすい環境作りをすることです。そ
の一つの方法として私は自己肯定感を高めることを
大切にしています。自己肯定感とはありのままの自
分を認めることです。短所を隠して完璧な社長を演
じていると、どこかで強がりや見栄が出てきて自分
も従業員も疲れてしまいます。できないことは素直
に認めて従業員と助け合いながら仕事をすることで
強い信頼が生まれ、非常に会社経営がしやすくなっ
たと感じています。ありのままの自分を認めるのは
難しいことですが、是非挑戦して従業員が働きやす
い環境を作って参りたいです。

学習支援風景

畠山社長

長時間にわたりありがとうございました。御社の
今後ますますの御発展をお祈り申し上げます。

（28．1．26取材）
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